
令和７年度 第１回 加須市総合教育会議 次第 

日時：令和8年1月30日(金)午後1時30分～ 

場所：加須市役所 3階 庁議室 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 議  題 

(1)魅力ある学校づくりについて 

 

 

 

４ 閉  会 
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・資料１「加須市魅力ある学校づくり審議会」審議の経過について 

・資料２ 本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの具体化 
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総合教育会議名簿

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第１条の４第２項の規定による。



「加須市魅力ある学校づくり審議会」審議の経過について 

 

 

 

・委嘱状の交付、会長・副会長の選出、諮問 

・議題（１）これまでの主な経過と基本方針の概要について 

 （２）基本計画策定スケジュールについて 

   （３）意見交換（委員の自己紹介を含む） 

※審議会終了後、学校再編や児童生徒数の将来推計などに関する委員の考え等を「意見シ 

ート」により把握 

 

 

 

議題（１）他市事例から学ぶ計画策定イメージの共有について【委託事業者説明】 

   （２）本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの具体化について【グループ協議】 

   （３）今後の取組について 

     ・小学校別児童数の将来推計に係るひな型案の説明 

     ・二十歳の集い参加者アンケートを予定していることの説明 など 

 

 

 

 

 

 

グループ協議           グループ発表 
 

※審議会終了後、合意形成を図るための進め方などに関する委員の考え等を「意見シート」 

により把握 

 

 

 

議題（１）本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの具体化について 

   （２）こどもたちにとってよりよい教育環境となる学級・学校規模について【グループ協議】 

   （３）今後の取組について 

     ・現時点で想定している基本計画(素案)に盛り込む内容の説明 

     ・市域全体をいくつかのブロック等に分けて方向性を整理することの説明 など 

 

 

 

 

 

 
 

グループ協議            グループ発表 
 
※審議会終了後、ブロック分けを検討する際のポイントなどに関する委員の考え等を「意

見シート」により把握中 

第１回審議会（令和７年 11月 17日開催） 

第２回審議会（令和７年 12月 18日開催） 

第３回審議会（令和８年１月 15日開催） 

資料１ 



＜１＞
こどもたちが学ぶ
楽しさや喜びを実
感し、学びを通し
て豊かな社会性を
育む学校

⚫ 基礎学力の向上
⚫ テストでいい点を取る
⚫ 「できる」を伸ばし、「難しい」を丁寧に
⚫ 最新のハードの整備や教育ツールの導入

確かな学力の
定着

本市が目指す「魅力ある学校像」のイメージの具体化

⚫ 実験、実習で体験型の学びを取り入れる
⚫ 児童生徒数が十分に（２学級以上）ある学校
⚫ 多様な考えや意見に触れることができる環境
⚫ こども同士が相手を思いやったり、立場を考えることがで
きる

⚫ 競争・運動・学びにおいて、苦手な人には得意な人が一緒
になってチャレンジする

⚫ こどもたちが様々な行事や部活動に参加し楽しめる
⚫ 同じ学年が少人数だと社会性が育たない
⚫ 協調性・集団活動の修得
⚫ こどもたち同士が競争し、成長していく環境

⚫ 周辺の学校との合同授業や全国の学校とオンラインで交流
⚫ 自分の地域を客観視できる機会
⚫ 自分がやりたいことを、学校と地域が応援してくれる環境

協働的な学び
（グループ学習、
体験・校外学

習）

学年・学校を
超えた交流

⚫ 学ぶ楽しさ、喜び
⚫ こどもの興味や理解を高めるための工夫
⚫ こどもらしさを十分発揮できる学校
⚫ 大人や先生の顔色を見ながら成長する、というのは寂しい

主体的な学び

＜２＞
教職員がともに高
め合い、こどもた
ちの日々の成長を
喜び合う学校

⚫ 日々の生成＝こどもと教職員の人間関係
⚫ こどもの成長を見守れる教職員集団
⚫ 感動の共有
⚫ 市内の学校対抗のコンクール（合唱大会、スポーツなど）
で競い合う

⚫ ブラザー・シスター制度の導入
⚫ 様々な人柄や特性を持った教職員が存在する職場
⚫ 教職員の充実（現状はカツカツで、これ以上負担を増やす
ことが難しいのでは）

⚫ 充実した研修の実施
⚫ 教職員同士が互いに高められる職場

⚫ 外部講師による授業の実施
⚫ 地域の活性化につながる教育課程の連携
⚫ 教職員と外部機関が協力して取り組むプロジェクト

喜びや感動の
共有

指導体制の
充実

教職員同士の
学び合い

多様な人材
との連携

＜魅力ある学校像＞ ＜グループ協議で出た意見＞ ＜キーワード＞

＜３＞
保護者や地域の人
たちが信頼を寄せ、
地域から愛される、
地域とともに歩む
学校

⚫ 地域の人から学ぶ機会
⚫ 食農教育等を地域が協力する体制づくり
⚫ 地域密着の教育、その地域ならではの教育
⚫ こどもが校外で活躍できる場の確保
⚫ 地域イベントへの参加により、防災・介護・救急といった
場面において役割を持つ

⚫ 人材バンクの整備
⚫ 部活動の地域移行

地域との
連携・協働

⚫ 地域の人が見守る学校
⚫ 地域の人にこどもが知られている環境
⚫ 通学時のあいさつ、見守り活動の方たちと顔を合わせ、仲
良くなる

⚫ こどもたちと地域の方のふれあいが必要
⚫ 相互交流（地域行事・学校行事へそれぞれが参加）
⚫ 地域の方と交流を増やし、学校を知ってもらう

地域の見守り

学校・地域の
相互交流

⚫ 学校が災害時などの避難先となる
⚫ 地域の交流の場としての役割を持つ
⚫ 学校に地域の方が集まることで、交流のきっかけになる

学校施設の
地域開放

＜４＞
安全・安心で、

笑顔あふれる学校

⚫ 相手を理解し、助け合うこと
⚫ あいさつができる

⚫ 教育活動が安心して実施できる環境
⚫ 最新の教育設備が揃っている
⚫ 学校施設の老朽化への対応

⚫ 通学時の安全確保
⚫ 通学時に児童が一人にならないように
⚫ 地域の方の声かけを大切にする
⚫ 通学路の危険箇所で地域の方が見守ってくれる
⚫ 通学が遠距離となるこどもへの対応（スクールバス等）

活気のある
学校生活

安全で快適な
学校施設の充実

安全・安心な
通学環境

＜魅力ある学校像＞ ＜グループ協議で出た意見＞ ＜キーワード＞

＜魅力ある学校像＞ ＜グループ協議で出た意見＞ ＜キーワード＞ ＜魅力ある学校像＞ ＜グループ協議で出た意見＞ ＜キーワード＞

資料２


